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2019 年 10 月 26 日 国際哲学研究センターキックオフミーティング 
国際哲学研究センター、東洋大学白山哲学会共催「第 29 回 白山哲学会」 
 12 月 14 日 国際哲学研究センター、神経現象学リハビリテーション開発機構共催 
「第 11 回人間再生研究会『行為のイメージ、行為としてのイメージ』」 
 12 月 18 日 即興ダンスワークショップ ： 「“舞踏？”ワークショップ～舞踏とは何か？」、講師 ：向
雲太郎（舞踏家・振付家） 
 12 月 20 日 視察「2019 国際ロボット展」参加者：河本英夫、松浦和也 
 12 月 21 日 国際哲学センター、日本ヘーゲル学会共催 「第 30 回研究大会」 
 2020 年 1 月 25 日 国際哲学センター主催シンポジウム「『シェリング『諸世界時代』と現代』」 
 2 月 25 日 視察 「首都圏外郭放水路」参加者 ：河本英夫、松浦和也、岩崎大、畑一成、藤坂大佑 
 3 月 『国際哲学研究』9 号刊行 
 3 月 『国際哲学研究』別冊 13 号刊行 
216  彙報 
 3 月 『エコ・フィロソフィ研究』14 号刊行 







◎稲垣 諭 文学部哲学科・教授 
◎三重野清顕 文学部哲学科・准教授 
相楽 勉 文学部哲学科・教授 
芦野訓和 法学部法律学科・教授 















太田雅子 （東洋大学文学部非常勤講師）、大西光弘 （立命館大学非常勤講師）、大野岳史 （東洋大学文学部
非常勤講師）、岡田大助 （江戸川大学基礎 ・教養教育センター 准教授）、冲永宜司 （帝京大学文学部教授）、
加藤隆宏（東京大学大学院人文社会系研究科准教授）、唐澤太輔（秋田公立美術大学大学院准教授）、ゲ
レオン・コプフ （ルター大学宗教学部）、坂本頼之 （東洋大学文学部非常勤講師）、高野孝 （有限会社豊高
商事代表取締役）、武内大 （立正大学文学部教授）、田村義也 （成城大学非常勤講師）、長島隆 （東洋大学
名誉教授）、野村智清 （秀明大学学校教師学部専任講師）、播本崇史 （東洋大学文学部非常勤講師）、廣野
善幸（東京大学大学院総合文化研究科教授）、堀内俊郎（東洋大学東洋学研究所客員研究員）、武藤伸司
（東京女子体育大学体育学部講師）、村山悟郎 （東京芸術大学非常勤講師 ・芸術家）、山田利明 （東洋大学
名誉教授） 
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評価委員（50音順） 
北脇秀敏（東洋大学副学長・国際学部教授） 




１．国際哲学研究センターキックオフミーティング （東洋大学白山キャンパス 6 号館 4 階 6407 教室、2019
年 10 月 26 日） 
【講演】 
河本英夫（IRCP センター長）「22 世紀の世界哲学に向けて」 
松浦和也（IRCP 研究員）「哲学研究とこれからの社会」 
 
２．国際哲学研究センター、東洋大学白山哲学会共催「第 29 回 白山哲学会」（東洋大学白山キャンパス 6













唐沢彰太 （株式会社ワイズ 脳梗塞リハビリセンター事業部）「記憶とイメージと視覚の関係性 視
覚障害に対する体性感覚から視覚イメージを構築した症例」 
大越友博（芳賀赤十字病院）「身体経験・記憶の活用，行為間比較が有効であった症例について」 




４．国際哲学センター、日本ヘーゲル学会共催 「第 30 回研究大会」 















（東洋大学白山キャンパス 6 号館 3 階 6311 教室 2020 年 1 月 25 日） 
【シンポジウム】 
提題者 










１．『国際哲学研究』9 号（2020 年 3 月刊行） 
 

























向雲太郎 × 河本英夫 
 
４．『神経リハビリテーション研究 No.5』（2020 年 3 月刊行） 
目次 
唐沢彰太「訓練における観察とは何をみれば良いのか」 
村部義哉「身体力感の獲得を目的とした認知神経リハビリテーションの臨床展開」 
大越友博「リハビリテ－ションの臨床における経験・記憶の活用のための覚書」 
青木幸平「クセの学習と行為の自由度～非随意収縮組織の癒着を学習と捉える～」 
後藤晴美「身体内感の構築～拙い記憶から～」 
稲垣諭「リハビリテーション３.0 とメルロ＝ポンティの身体性」 
河本英夫「トータル・リセット」 
 
 
 
 
